自主防災組織の編成計画（参考例）

自主防災組織は、基本的に会長、副会長、幹事（防災委員）を中心とした組織体制で概ね下の図のような役割別の班構成となっています。訓練を通じて必要な見直しを行いながら、地域の実態に応じた適切な組織体制としてください。また、災害時には、計画どおりことが運ぶわけではないので、臨機応変に弾力的な運用や指揮命令ができるよう対策を考えておきましょう。

〔組織図・役割分担の例〕
情報の収集伝達、デマ防止


防災機関への被害報告





情報班





負傷者の救出救護、弱者への協力、防災機関への協力





出火防止対策、初期消火の


活動、火災の警戒





避難の呼びかけ、避難人員の点呼、安全な避難誘導





炊き出し、食料・物資の調達


物資の管理・配給、ゴミ処理





消火班





避難誘導班





給食給水班





救出救護班





会長





副会長





全体の統括・指揮





会長を補佐し、各班の統括・指揮





幹事





監査








